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新
幹
線
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
ス
ピ
ー
ド
は
出
ま
せ
ん
！

新
幹
線
と
い
う
の
で
、｢

の
ぞ

み｣
｢

ひ
か
り｣

｢

こ
だ
ま｣

が
来
る

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

武
雄
と
諫
早
間
以
外
は
、
現
在
の

Ｊ
Ｒ
線
を
使
う
の
で
、
線
路
幅
が
狭

く
て
、｢

の
ぞ
み｣

｢

ひ
か
り｣

｢

こ
だ

ま｣

は
走
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
踏
切
が
あ
り
、
カ
ー
ブ
も
多

い
の
で
新
幹
線
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド

は
出
せ
ず
、
博
多
ー
長
崎
間
の
時
間

短
縮
は
わ
ず
か
２
０
分
程
度
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

導入が計画されている実験中の
フリーゲージトレイン

(長崎県のホームページから転載）

長
崎｢

新
幹
線｣

に
４
０
０
０
億
円
以
上
も
！

長
崎
「
新
幹
線
」
建
設
費
は
諫
早

ー
武
雄
間
の
新
線
建
設
に
２
６
０
０

億
円(

地
元
負
担
３
０
０
億
円)

。
長

崎
駅
改
修
と
Ｊ
Ｒ
線
の
高
架
化
に
４。

０
０
億
円(

地
元
負
担
１
８
６
億
円)

｢

新
幹
線｣

を
長
崎
ま
で
延
伸
す
れ
ば

さ
ら
に
１
１
０
０
億
円(

地
元
負
担
２

０
０
億
円)

。

そ
の
ほ
か
に
も
武
雄
ー
肥
前
山
口

の
複
線
化
に
１
２
０
億
円
、
長
崎
本

線
の
肥
前
山
口
ー
諫
早
間
の
線
路
の
買

い
上
げ
と
線
路
の
管
理
・
維
持
・
補
修

費
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

合
計
す
れ
ば
４
０
０
０
億
円
以
上(

地

元
負
担
約
７
０
０
億
円

。
こ
れ
は
長

）

崎
県
の
年
間
予
算
の
半
分
に
相
当
。
地

元
負
担
以
外
も
国
民
の
税

金
で
す
。

こ
ん
な
税
金
の
使
い
方

は
許
せ
ま
せ
ん
。

｢新幹線必要ない｣が多数

知事選の時

★長崎新聞 06年1月10日

・必要ない 44.8％

・必要 36.5％

・どちらともいえない 18.6％

★ＮＨＫ 06年1月

・必要ない(どちらかと言えば) 51.0％

・必要(どちらかと言えば) 46.2％

最新の調査

★毎日新聞 07年7月28日

・建設する必要ない ４９％

・反対自治体の同意を得て建設

すべき ３５％

・反対自治体の同意なくても

建設すべき １３％
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博多－長崎の時間短縮20分‥こんな税金の使い方は許せません！



今なぜ「新幹線」ですか？ 買い物客の県外流出は？ 暮らしはどうなる？

山
形
、秋
田

新
幹
線
開
通
後
、観
光
客
が
減
少

金
子
知
事
は
「
県
外
か
ら
」
人
を
呼
び
込
む

た
め
に
は
新
幹
線
が
必
要
」
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

「
時
間
短
縮
の
効
果
が
少
な
い

「
運
賃
は

」
、

高
く
な
る

福
岡
へ
買
い
物
客
が
流
れ
る(

ス

」
、「

ト
ロ
ー
化
現
象)

」
と
指
摘
す
る
声
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

す
で
に
新
幹
線
が
開
業
し
て
い
る
山
形
市
や

秋
田
市
で
は
、
新
幹
線
が
開
通
し
て
以
降
、
観

光
客
が
減
少
し
て
い
ま
す
（
下
図
・
日
本
政
策
銀
行
南
九
州
支
店
調
査

。
）

長
崎
「
新
幹
線
」
建
設
は
中
止
し
て
、
計
画
の
真
の
姿
を
県
民
に
知
ら
せ
、

県
民
の
声
を
聞
く
べ
き
で
す
。

新幹線開業後３年の観光客の動向

日本政策銀行調査(06/11/24NHK)

実験中 フリーゲージトレイン

在来線(狭軌)と新幹線(広軌)の相互乗り

入れとスピードアップのため、車軸幅を調

整できるフリーゲージトレインを走らせる

計画です。

まだ実験中で 高速走行で台車振動 フ、「 」「

リーゲージ開発難航 (西日本 ) 高」 、「07/6/25

速やカーブに壁 「夢の列車実用険し」(朝」

日 )と指摘されるほど、高速時の不08/2/24

安定さや脱線の危険性を解決できていない

危うさをもっています。

西
日
本(

右)

と
朝
日(

左)

の
報
道

不
要
不
急
な
公
共
事
業
の
た
め
暮
ら
し
の
予
算
削
減

長崎県は借金が１兆円を超

昨年、数年後に財えており、

政破綻の危険性があると発表。

３年間で８８億円の財源不足

を解消するために、高齢者の福

祉、医療、教育予算などがバッ

サリと削られます。

県立高校６校は次々と廃止

に。高齢者配食サービスや母

子家庭の入学祝い、女性医療

相談事業なども廃止になりま

す。

一方08年度は、諫早干拓事

業９４億円、新幹線２億円、西彼

道路４６億円を支出します。

「新幹線」など、不要不急な

公共事業のために、県民の暮ら

しの予算が削られているのが実

態ではないでしょうか。

県の借金１兆円超！




